
１. 実 施 日 ： 各5地区 年2回の実施
２. 対 象 者 ： 地域住民
３. 実施内容 ： 住民主体の助け合い・支えあいの仕組みづくり
▼【地域福祉活動ネットワーク会議】（右写真）
平成3年ふれあいまちづくり事業の指定を機に取り組みを進め、災害をテーマにした
ワークショップをきっかけに、地域の事も考える話し合いへ。地域の繋がりを計画・振り
返りを行っている。

▼【見守り支援ネットワーク会議】（下写真）
○平成26年における台風災害を受け、避難行動要支援者個別避難支援計画に基づき、

各地域における要配慮者の把握及び支援者の検討を実施。
○民生委員をはじめとした各種委員及び地域住民とで、浸水区域や土砂災害といった

防災情報や支援者情報を共有し、住民主体の助け合いの構築を図っている。

ネットワーク会議の様子

仁淀川 水防災意識社会 再構築ビジョンの取組状況
～福祉部局との連携によるきめ細かい避難の呼びかけ～
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【日高村】

地域福祉活動ネットワーク会議及び見守り支援ネットワーク会議を通じて、
要配慮者の避難行動に関する検討を実施。

【実施機関】
日高村社会福祉協議会、日高村


